
日時 令和４年６月22日(水) 

(午後５時30分～午後７時)

場所 池田公民館

(静岡市駿河区池田983番地)
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① 第1号議案 令和３年度事業報告

② 第2号議案 令和３年度活動計算

③ 第3号議案 令和4年度事業計画

④ 第4号議案 令和4年度活動予算

5 閉会

次　　第

令和４年度通常総会

特定非営利活動法人ここらしさ

開会

議長選出

議事録署名人選出

議事



備　考

概況

事業報告書

市へ報告

『らしい』お写真プロジェクト

しぞ～かでん伝体操教室

みんなの活動教室

新型コロナワクチン接種支援

移動支援カーの導入に向けた検討会

困りごと何でも支援事業(R4/3/31以前)

困りごと何でも支援事業(池田、小鹿地区)

困りごと何でも支援事業(聖一色その他地区)

みんなの活動教室(運動型通所介護)

物品販売事業

令和３年度　活動計算書(案) 市へ報告

令和３年度　貸借対照表(案)
市へ報告
HP掲載

計算書類の注記(案) 市へ報告

令和３年度　財産目録(案) 市へ報告

令和４年度関係 概況

第3号議案 事業計画

令和4年度　活動予算書(案)

令和4年度　貸借対照表(案)

令和３年度の活動概況

実施事業の
整理表

総会提出資料

書類の区分

令和３年度の事業報告書(案)

書類の名称

会員数及び会費
令和3年度関係

事業報告第1号議案

第2号議案 活動計算
決算報告書

第4号議案 活動予算 予算書

令和4年度の事業計画書(案)

令和４年度の活動計画概況

監査報告書



1 事業報告書

2 事業報告

多世代交流事業

介護保険事業

物品販売事業

共済事業

3 決算報告

(1) 活動計算書 概要

金　　額 摘　　要

現金収入 231,479 会費、助成金、事業収益等

非現金収入 283,118 ボランティア受入評価益等

収入計 514,597

現金支出 267,704 消耗品、謝金、印刷製本費等

非現金支出 283,118 ボランティア評価費用等

支出計 550,822

-36,225 次期繰越正味財産額も同額

(2) 貸借対象表 概要

金　　額 摘　　要

流動資産 5,733,205 現金、預金、未収助成金等

固定資産 0

資産計 5,733,205

流動負債 2,769,430 未払金、前受助成金等

固定負債 3,000,000 長期借入金(株式会社しんあい)

負債計 5,769,430

-36,225

特定非営利活動法人　ここらしさ

令和3年度の活動概況

社会参加事業

詳細は、別紙｢事業報告書｣のとおりです。

独立行政法人福祉医療機構(WAM)　2,451,000円(令和4年4月1日～令和5年3月31日)

公益財団法人キリン福祉財団　　 　　300,000円(令和4年4月1日～令和5年3月31日)

なお、特記事項として、｢困りごと何でも支援事業｣について、次の2団体から助成を受けら
れることとなりました(WAM分は交付決定額(未収入)、キリン分は収入済額)。

資産

負債

正味財産合計

区　　分

特定非営利活動
に係る事業

その他の事業

活動規模を適正に評価するため、NPO法人会計基準に基づき、収入及び支出が確定してい
るものは実際の収入及び支出に関わらず計上しました。

具体的な事業内容(令和3年度)

科　　目

当期経常増減額

経常収益

経常費用

科　　目

詳細は、別紙｢決算報告書｣のとおりです。

困りごと何でも支援事業(池田、小鹿地区)WAM助成

困りごと何でも支援事業(聖一色その他地区)キリン助成

また、同じく、ボランティアの人件費相当額等を収入及び支出に同額計上しました。

期末の会員数は31人、納入された令和3年度分の会費は54,900円(未納なし)です。

詳細は、別紙｢会員数及び会費｣のとおりです。

初年度でありましたが、試行錯誤しつつ、様々な活動に意欲的に取り組みました。

-

みんなの活動教室(運動型通所介護)

古民家フェスティバル(マルシェ)での物品販売

-

『らしい』お写真プロジェクト

しぞ～かでん伝体操教室

みんなの活動教室

新型コロナワクチン接種支援

移動支援カーの導入に向けた検討会

困りごと何でも支援事業(R3年度)令和4年3月31日まで助け合い事業



期首 入会 退会 増減 期末

(a) (b) (c) (d=b-c)(e=a+d) 役　職

個人 11 20 20 31 理事長

法人 副理事長

計 11 20 20 31 理事

個人 理事

法人 理事

計 監事

個人 11 20 20 31

法人

計 11 20 20 31

人数 人数

個人 11 20

法人

計 11 20

個人

法人

計

個人 11 20

法人

計 11 20

入会月 人数 会費/人 会費 人数 会費/人 会費 人数 会費/人 会費 人数 会費/人 会費
6 3,300 33,000 1,100 11,000
7 3 3,000 9,000 30,000 1,000 10,000
8 2,700 27,000 900 9,000
9 2,400 24,000 800 8,000

10 2,100 21,000 700 7,000
11 3 1,800 6,000 18,000 600 6,000
12 1,500 15,000 500 5,000

1 1,200 12,000 400 4,000
2 900 9,000 300 3,000
3 600 6,000 200 2,000
4 1 300 300 3,000 100 1,000
5 13

計 20 15,300

(注)

岩科　裕敏

佐藤　秀和

氏　名 任　期

令和３年6月１日～

令和５年５月31日

役員名簿

本田　弘哉

梅沢　渉

大石　洋子

上田　大吾

54,900

54,900

(2)　会費

54,900

54,900

会費 会費

15,300

1,200

令和3年度

合計

12,000

期首会員分

15,300

会費/人 会費

39,600

39,600

会費納入済額

54,900

54,900

15,300

-

-

計

39,600

39,600

15,300

令和３年度の事業報告書

(1)　会員数

0会費未納額

新規入会者に係る会費の内訳

令和3年度

会員区分

会員区分

正 会 員

賛助会員

会費確定額

当期入会者分

-

-

区分

11月入会者の当期分会費は規約上3,000円であるが、該当者3人のうち1人は、12か月分の会費(3,600円)
を納入した。差額の600円は寄附金ではなく受取会費として経理処理する。

正 会 員

賛助会員

計

正会員 賛助会員
個人 法人 個人 法人

3,600

36,000

-



事業報告書

氏　名 住　所　又　は　居　所

1 本田　弘哉 静岡市

2 梅沢　渉 静岡市

3 岩科　裕敏 静岡市

4 大石　洋子 静岡市

5 上田　大吾 静岡市

6 佐藤　秀和 静岡市

7 大井　千江子 静岡市

8 釼持　のり子 静岡市

9 黒田　泰香 静岡市

10 杉本　誕二 静岡市

前事業年度の社員のうち10人以上の者の名簿

令和４年５月31日現在

特定非営利活動法人ここらしさ



事業報告書

役職名 氏　名 住 所 又 は 居 所 就任期間
報酬を受けた

期間

令和３年６月１日から

令和５年５月31日まで

令和３年６月１日から

令和５年５月31日まで

令和３年６月１日から

令和５年５月31日まで

令和３年６月１日から

令和５年５月31日まで

令和３年６月１日から

令和５年５月31日まで

令和３年６月１日から

令和５年５月31日まで

静岡市

静岡市

静岡市

静岡市

静岡市

前事業年度の年間役員名簿

令和３年６月１日から令和４年５月31日まで

特定非営利活動法人 ここらしさ

理事長 本田　弘哉 報酬無し

副理事長 梅沢　渉 報酬無し

理事 大石　洋子

監事 佐藤　秀和 報酬無し

報酬無し

理事 上田　大吾 報酬無し

理事 岩科　裕敏 報酬無し

静岡市



　　　　　　　　　　　　 主たる事務所の所在地　　　　　　　　　　　　　静岡市駿河区池田７６５番地

提出者　　　　　　　　　　　　　名 称 特定非営利活動法人　ここらしさ

代表者氏名 理事長　本田弘哉

電 話 番 号 054-295-9900

1

2

3

4

5

6
前事業年度の社員のうち10人以上の者の氏名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏
名）及び住所又は居所を記載した書面

（注）提出書類は、副本１部を併せて提出してください。

　次に掲げる前事業年度（令和３年６月１日から令和４年５月31日まで）の事業報告書等につ
いて、特定非営利活動促進法（平成10年法律第７号）第29条（同法第52条第１項（同法第62条
において準用する場合を含む。）の規定により読み替えて適用する場合を含む。）の規定によ
り提出します。

事業報告書

活動計算書

貸借対照表

財産目録

様式第12号（第13条関係）

事業報告書等提出書

令和4年6月30日

　静岡市長  様

年間役員名簿



令和３年度の事業報告書

　自 令和３年６月１日

　至 令和４年５月31日

第1号議案

事業報告書

第1期

特定非営利活動法人ここらしさ



事業報告書

事業名 (A)

(B)

(C) (E) 人数 (単位：千円）

(A) 2021/11/24 10:00-13:00

(B)

(C) (E) 10人

(A) 毎週水曜日 計13回

(B)

(C) (E) 平均20人/回

(A) 2022/3/23 10:00-11:00

(B)

(C) (E) 11人

(A)

(B)

(C) (E) 101人(83+18)

(A) 第２木曜日 19時-20時

(B)

(C) (E) 30人

(A) 1月以降 随時

(B)

(C) (E) 17人

多世代交流事業 実施しなかった。 - - -

(E)

事業名 (A)

(B)

(C) (E) 人数 (単位：千円）

(A) 2022/5/22 10:00-15:00

(B)

(C) (E) 600人

共済事業 実施しなかった。 - - -

-1-

地域の高齢者
等 20

物品販売事業

古民家フェスティバル
(マルシェ)で、箸置
き、アクセサリー等を
販売

(D) 地域住民
SOYハウス (旧柴田醤油醸造所)

5人

45

介護保険事業 実施に向けた準備
(D)

具体的な事業内容

当該事業の実施日時 事業費の
金額

173

令和4年6月に｢みんなの活動教室(運
動型通所介護)｣実施予定

13人

ここらしさ活動拠点

４人/回

92

9

(D)

(D)

地域の高齢者
等

(D)

地元住民

地域の高齢者
等

47

8池田公民館

(定款に記載
した事業)

しぞ～かでん伝体操
教室の開催

社会参加事
業

みんなの活動教室(実
施に向けた意見交換)

特定非営利活動法人　ここらしさ

１　事業の成果

　　当法人は、令和３年6月1日に設立した。

　　令和３年度は次の事業を実施し、地域包括ケアシステムの推進等に寄与した。

当該事業の実施日時

59

当該事業の実施場所

従事者の人数

『らしい』お写真プ
ロジェクトの実施

２　事業の実施に関する事項

（１）特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用【　408　】千円

事業費の
金額

令和３年６月1日から令和４年５月31日まで

受益対象者の
範囲

(D)

(D)
地域の高齢者
等てぐみ、池田島崎公園

令和３年度の事業報告書

移動支援カーの導入
に向けた検討会(事務
局)

具体的な事業内容

７人

(D)

(D)

地域の高齢者
等

地元住民

(注)　介護保険事業の事業費(20千円)は、事業者指定手数料及び運動型通所介護事業に係る保険料の額

(定款に記載
した事業)

当該事業の実施場所

従事者の人数

(D)

（２）その他の事業 (事業費の総費用【　45　】千円

受益対象者の
範囲

助け合い事
業

新型コロナワクチン
接種支援

困りごと何でも支援
事業

池田公民館

10人

ここらしさ事務所

実人員５人

(前期)６月-8月、(後期)2月15日-

ここらしさ事務所

実人員５人



2021/11/24

13人

地域の高齢者

10人

59,345円 現金支出額 0円 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ受入評価額 59,345円

-2-

令和３年度の事業報告書

10:00～13:00

美容師、ネイリスト、フォトグラファーほか

特定公益活動事業

社会参加事業

『らしい』お写真プロジェクト

地域社会に住む高齢者の中でも、一人では自立した生活の営めない方々に対して、生
きがいを持ち、社会性を保持できるきっかけを創出する。

実施場所

従事者数

受益対象者

参加者

概要

事業費

【きれいになって、癒されて。笑顔ほっこりハイチーズ。つながった流れでご飯でも】

・きれいになって：美容師、ネイリストによるヘアーセット、メイク

・癒されて：エステティシャンによるハンドマッサージ

詳細

事業区分

事業名

具体的な事業内容

事業目的

実施日時

終了後、参加者にアンケートしたところ、｢大変よかった｣という感想が多く、また、
全員から｢次回も参加したい｣との意向が示された。

・ハイチーズ：フォトグラファーによる写真撮影（出来れば屋外：移動は介護士による軽介助）

・つながる：らしいお写真プロジェクトの会員に登録してもらう

・ご飯でも：おじいちゃん、おばあちゃんにご飯を作ってもらい、みんなで食べる（交流）

高齢者向け介護付き住宅｢しんあいホームてぐみ｣、池田島崎公園(写真撮影)

実施内容

結果(成果)

みんなでランチ。皆さんに握っていただいたおに
ぎりとおかずを食べて交流。普段はお昼を食べて
も話をしたりすることが少なかったがみんなで
作ったものをお話しながら食べることですごく楽
しい時間を共有することが出来た。

ランチを終えた後に公園で撮影したお写真をプレ
ゼント。自分の写真を撮ってもらうなんて何十年
ぶりという方もいて綺麗に撮ってもらえて幸せと
の声が聞こえた。プレゼントしたお写真をお客さ
ん同士で回しながら『綺麗に撮れたね～』と見せ
合う姿も垣間見えた。

12:00

13:00

10:00

池田島崎公園へ移動しフォトグラファーにより写
真撮影を行う。風が強かったが、普段は近くても
来れないような場所へ来ることが出来て写真まで
撮ってもらえて嬉しと喜んでいただけた。

11:00

各ブース（マッサージ、ネイル、美容）を順番に回っ
ていただき体験していただく。空いている時間におに
ぎりを握っていただき昼食の準備をした。普段体験で
きないネイルやハンドマッサージ、ヘアセットなど行
うと爪を見て喜ばれたり鏡を何度も見ては笑顔がこぼ
れていた。



毎週水曜日 13回開催 10:00-11:00

毎回4人

地域の高齢者

毎回平均20人

47,476円 現金支出額 0円 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ受入評価額 47,476円

時間

1   5分

2   5分

3 10分

4   5分

5 15分

6 20分

従事者数 理学療法士ほかの指導による。

受益対象者

休憩

メニュー

健康チェック

-3-

令和３年度の事業報告書

事業目的
米国国立保健研究所の｢50歳からの健康エクササイズ｣を参考に考案された｢しぞ～か
でん伝体操｣を定期的に行うことにより、高齢者の健康増進と社会参加の促進を図
り、もって介護予防の推進に資する。

実施日時

実施場所 ここらしさ活動拠点

具体的な事業内容 しぞ～かでん伝体操教室

事業区分 特定公益活動事業

事業名 社会参加事業

参加者

でん伝体操

詳細

事業費

結果(成果)
適切な運動により心身の健康が図られるだけでなく、高齢者の社会参加の機会とも
なっている。このため、継続して参加する者が多く、好評を得ている。

実施内容

概要

水曜日の10:00〜11:00、地域の高齢者を対象とした体操教室を実施した。

頭の体操

ストレッチ

体操、筋力トレーニング

実施前に健康チェック、手指消毒などを行い、運動前のリスク管理と感染予防に十分配慮して行っ
た。

理学療法士による体操だけでなく、頭の体操も行った。また、参加者同士で交流が持てるような促
しも行い、体の健康だけでなく社会的な充足感が得られるよう配慮した。



2022/3/23

7人

地元住民

11人

7,891円 現金支出額 1,500円 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ受入評価額 6,391円

-4-

結果(成果)
会合終了後、みんかつ及びNPO法人ここらしさの活動に対する意見、要望等をアン
ケートしたところ、地域包括ケアシステムの推進に有益な取組であり、大いに期待す
るとの意見をいただいた。

実施内容

概要

みんなの活動教室(みんかつ)の立ち上げに関する意見交換

池田自治会、静岡市社会福祉協議会、東豊田地区社会福祉協議会、民生委員児童委員協議会及び民
間事業者の関係者を招いて、みんなの活動教室の進め方について意見交換をした。

　また本田理事長から、みんかつの取組は必ずしも介護保険サービスを利用しなければならないということ
はなく、無料参加も無論歓迎すること。またNPO法人で事業をすることで、もしも収益がでた際には事務費
など必要経費を除いて、原則みんかつの活動費用に充てていく旨を説明した。

　各団体が受け止めている地域のニーズ等を踏まえ、みんかつをはじめとするNPO法人ここらしさの活動に
期待することについて、出席者の意見を伺った。

　本田理事長が、会合のため貴重な時間を割いていただいた出席者に感謝するとともに、お伺いした意見を
今後の活動に活かしていきたい旨を述べ、閉会した。

　①　しぞ～かでん伝体操教室

　②　『らしい』お写真プロジェクト

　③　ワクチン予約・移動・付添いサポート

　④　困りごと何でも支援事業

(3)　みんかつの概要説明

(1)　出席者自己紹介

(2)　NPO法人ここらしさの紹介

実施日時 10:00-11:00

実施場所 池田公民館＋Zoomによるオンライン

従事者数

受益対象者

参加者

事業費

令和３年度の事業報告書

(5)　まとめ

(4)　NPO法人ここらしさに期待すること

　①　対象　事業対象者、要支援1及び要支援2に該当する者

　②　期日　月、水(今後拡大)の9:30～11:30(午後の開催も検討中)

　③　内容　脳トレーニング、身体の体操

具体的な事業内容 みんなの活動教室

事業区分 特定公益活動事業

事業名 社会参加事業

事業目的
運動型通所サービスの提供及び地域づくりの一環としてマルシェ開催、趣味の教室、
茶話会などの付帯活動を行い、高齢者の社会参加を促進する。

詳細

　　みんかつは、介護保険適用事業(通所サービスA1…運動型通所サービス)を中心とするが、地域づくりの
一環としてマルシェ開催、趣味の教室、茶話会などの付帯活動も視野に入れている。



5人

地域の高齢者

101人

92,213円 現金支出額 0円 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ受入評価額 92,213円

1

2

3

(1) 電話による依頼の受付け

①　希望する支援内容(予約、移動、付添サポート)の確認

②　接種希望日の聴き取り

③　接種を希望する接種場所(医療機関)の聴き取り

④　その他留意事項の聴き取り

(2) 支援担当者の決定

当法人内で情報を共有し、具体的な支援担当者を決定

(3) 支援の実施

①　スマートフォンによる予約の代行(場合により自宅訪問)

②　希望する接種場所(医療機関)との連絡、調整

③　接種会場への送迎(必要に応じて)

④　付添サポートその他必要な支援(必要に応じて)

受益対象者

1 事業の広報

参加者

２　支援事務の流れは概ね次のとおりである。
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詳細

接種の付添いサポート(必要に応じて)

前期83人、後期18人

　自治会を通じて事業のチラシを各戸配布し、地域住民に広報した。

会場までの移動支援(必要に応じて)

事業費

結果(成果)

多い日には1日13人から利用申し込みがあるなど、地域の高齢者に頼りにされ、大好
評であった。基本的に即日対応し、国を挙げて推進している新型コロナワクチンの円
滑な接種に少なからず貢献できたものと考えている。
なお、支援内容は予約が大半で、移動支援は4件であり、付添サポートはなかった。

実施内容

概要

原則として池田地区の住民を対象とし、新型コロナワクチン接種に係る支援を実施した。

令和３年度の事業報告書

具体的な事業内容 新型コロナワクチン接種支援

2021/6/1～9/16(前期)、2022/2/16～3/2５(後期)

予約の代行、取次

事業目的
新型コロナワクチンの接種においては、スマートフォン等のIT機器を利用した予約等
が推奨されているが、これらの機器の使用が不慣れな人に対して円滑な予約と接種が
できるよう支援する。

実施日時

実施場所 ここらしさ事務所

従事者数

事業区分 特定公益活動事業

事業名 助け合い事業



第2木曜日

10人

地元住民

30人

9,130円 現金支出額 0円 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ受入評価額 9,130円

1 事前準備

2 利用手順
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受益対象者

実施場所 池田公民館(検討会開催場所)

事業費

結果(成果)
移動支援カー制度の導入について検討する東豊田地域の交通空白対策検討会に構成団
体として参画(本田理事長が委員)するとともに同検討会の事務局を務めた。

実施内容

概要

システムの導入に向けた検討に参画した。

２０２２年9月からの運用を予定している。

移動支援カー制度の概要は、次のとおりである。

①　登録した利用者が利用したい日時と場所を事務局(当法人)に連絡する。

①　利用希望者を予め登録する(当初は約30人の見込み)。

⑥　運転者が予め定められた時間とルートに従い、移動支援カーを運行する。

19:00-20:00

従事者数

具体的な事業内容 移動支援カーの導入に向けた検討会への参画

事業目的
公共交通機関へのアクセスが困難な地域に住む人の移動を支援する地域交通システム
(移動支援カー)を導入し、地元住民の移動の利便性を向上させる。

実施日時

事業区分 特定公益活動事業

事業名 助け合い事業

令和３年度の事業報告書

参加者

詳細
④　各地域の担者が運行を管理する者に利用希望があったことを連絡する。

③　各地区の担者が利用希望者に具体的な運行スケジュールについて説明する。

⑤　運行を管理する者が運転者に運行を依頼する。

②　事務局から各地区の担当者に利用希望があったことを連絡する。

※　この事業は、東豊田地区社会福祉協議会が静岡市の｢地域交通弱者対策事業助成金｣の交付を
　　受けて行うものである。

②　移動支援カーの運転者を予め登録する。



5人

地域の高齢者等

10人

18,260円 現金支出額 0円 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ受入評価額 18,260円

支援費 作業15分以内：200円、15分超：500円 収入総額 2,800円

1 手順概要

①　相談の受付け →グループLINEで情報共有

②　支援の可否の決定

③　支援の実施 →(訪問支援の場合)支援費の受取り

2 実際の相談内容例

①　引っ越しの準備として、高所収納物品等を整理してほしい。

②　業者が訪問し家屋の修繕が必要と言われたのでお願いしたが、断れるか。

③　損傷した水道管の凍結防止カバーを交換したい。

④　携帯電話の操作が分からない。

⑤　エアコン室内機のフィルターを掃除してほしい。

⑥　タンスを移動してほしい。

⑦　網戸の隙間へテープを貼ってほしい。

具体的な事業内容 困りごと何でも支援事業(R4/3/31以前)

2022/1/1-2022/3/31

実施要領及び実際の事例を踏まえ、相談の受付けから支援実施までの具体的な手順を検討した。

訪問により支援をした場合は、支援費をいただくこととした。

事業目的
｢地域住民による互助｣の精神を踏まえつつ、既存の支援の射程を超えて地域住民の抱
えるあらゆる困りごと(自助では解決できないこと)に係る総合支援窓口を設置し、そ
の解決を支援する。

実施日時

実施場所 池田及び周辺地区

従事者数

受益対象者

参加者

事業区分 特定公益活動事業

事業名 助け合い事業

令和３年度の事業報告書

詳細
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事業費

実施内容

概要

困りごと何でも支援事業を試行的に実施した。

令和3年度事業は3か月で10人の利用があった。相談当日の対応を心がけており、迅
速で丁寧な対応に感謝された。特に現行介護サービスの対象外となる日常生活支援が
喜ばれた。
令和3年度事業は本格導入に向けた試行的な意味合いが強く、利用者の大半は地域包
括支援センターやケアマネジャー、民生委員の紹介によるものであり、10人の利用
者にとどまったが、今後、本格的に広報することにより利用者の急増が見込まれる。

なお、令和3年度事業の実績に基づき、助成金を申請したところ、独立行政法人福祉
医療機構(WAM)及び公益財団法人キリン福祉財団からの助成が決定した。

結果(成果)

これらの助成を受け、令和4年4月～令和3年3月は、次の事業名で実施する。

何でも支援事業(池田、小鹿地区)

何でも支援事業(聖一色その他地区)

独立行政法人福祉医療機構助成事業

公益財団法人キリン福祉財団助成事業



5人

地域の高齢者等

4人

69,300円 現金支出額 69,300円 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ受入評価額 0円

助成の概要

2,541,000

支援費 収入総額 900円

1 手順概要

①　相談の受付け →グループLINEで情報共有

②　支援の可否の決定

③　支援の実施 →(訪問支援の場合)支援費の受取り

2 実際の相談内容例
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令和３年度の事業報告書

事業目的
｢地域住民による互助｣の精神を踏まえつつ、既存の支援の射程を超えて地域住民の抱
えるあらゆる困りごと(自助では解決できないこと)に係る総合支援窓口を設置し、そ
の解決を支援する。

実施日時 2022/4/1-2022/5/31(事業としては2023/3/31まで継続)

具体的な事業内容 困りごと何でも支援事業(池田、小鹿地区)

事業区分 特定公益活動事業

事業名 助け合い事業

実施場所 池田及び小鹿地区

事業費

結果(成果)

従事者数

受益対象者

参加者

相談当日の対応を心がけており、迅速で丁寧な対応に感謝された。特に現行介護サー
ビスの対象外となる日常生活支援が喜ばれた。
令和4年度事業は独立行政法人福祉医療機構の助成を受けで実施するものであり、今
後、本格的に広報することにより利用者の急増が見込まれる。

令和4年度事業は2か月で4人の利用があった。

円(5月31日現在未収)　　助成額(内定額)

　　助成対象経費 相談受付・記録、支援調整及び支援に対する謝金、広
報経費、消耗品、報告書作成経費、その他

実施内容

概要

困りごと何でも支援事業を実施した(4月-5月分)。

本格的な広報は6月以降に実施する。

訪問により支援をした場合は、支援費をいただく。

作業15分以内：200円、15分超：500円

詳細
③自宅敷地内の植木の高い部分の枝切り

④先日、窓を開けてもらったが、もう少し開けてほしい。

①銀行に行って振込（支払い）をしてほしい

②部屋の窓が固くて開けられない。



5人

地域の高齢者等

3人

85,878円 現金支出額 80,400円 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ受入評価額 5,478円

助成の概要

300,000

支援費 収入総額 200円

1 手順概要

①　相談の受付け →グループLINEで情報共有

②　支援の可否の決定

③　支援の実施 →(訪問支援の場合)支援費の受取り

2 実際の相談内容例

令和３年度の事業報告書

事業目的
｢地域住民による互助｣の精神を踏まえつつ、既存の支援の射程を超えて地域住民の抱
えるあらゆる困りごと(自助では解決できないこと)に係る総合支援窓口を設置し、そ
の解決を支援する。

実施日時 2022/4/1-2022/5/31(事業としては2023/3/31まで継続)

具体的な事業内容 困りごと何でも支援事業(聖一色その他地区)

事業区分 特定公益活動事業

事業名 助け合い事業

実施場所 聖一色その他地区

従事者数

受益対象者

参加者

事業費

結果(成果)

令和4年度事業は2か月で3人の利用があった。

相談当日の対応を心がけており、迅速で丁寧な対応に感謝された。特に現行介護サー
ビスの対象外となる日常生活支援が喜ばれた。
令和4年度事業は公益財団法人キリン福祉財団の助成を受けで実施するものであり、
今後、本格的に広報することにより利用者の急増が見込まれる。

　　助成額(内定額)

　　助成対象経費 支援に対する謝金、広報経費、消耗品、報告書作成経
費、その他

円(5/25入金済)

実施内容

概要

困りごと何でも支援事業を実施した(4月-5月分)。

本格的な広報は6月以降に実施する。

訪問により支援をした場合は、支援費をいただく。

作業15分以内：200円、15分超：500円
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詳細

①毎週月曜日のゴミ出し・トイレ掃除をしてほしい

②窓ふきをしてほしい。高齢なのと障害もあるため。

③毎週月曜日のゴミ出し・トイレ掃除をしてほしい



未実施

地域の高齢者

19,885円 現金支出額 19,885円 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ受入評価額 0円

令和３年度の事業報告書

事業目的 運動型通所サービスの提供を通じて、高齢者の社会参加を促進する。

実施日時

具体的な事業内容 みんなの活動教室(運動型通所介護)

事業区分 特定公益活動事業

事業名 介護保険事業

実施場所

従事者数

受益対象者

参加者

事業費

結果(成果)
令和年6月の開所の準備を進めた。
事業費は、第1号事業者指定手数料(静岡市に納入)とNPOデイサービス用保険料の支
払いである。

実施内容

概要

令和4年6月月1日に開所予定

当期の活動実績なし(開所事務作業と事業内容の検討会開催)

詳細

-10-



2022/5/22

5人

地域住民

600人

44,825円 現金支出額 0円 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ受入評価額等 44,825円

品目 単価 販売数 売上

箸置き 100 5 500

100 6 600

200 9 1,800

300 17 5,100

400 20 8,000

15,500

その他 9,560

合計 25,560

売上 25,560

22,000

22,825

仕入れ 22,000

販売経費 22,825

収益 25,560
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事業目的
介護施設から、同施設利用者が身体能力及び認知能力の維持、向上のための機能回復
訓練の一環として製作した物品の寄附を受け、これを販売して活動資金に充当する。

実施日時 10:00-15:00

具体的な事業内容 物品販売事業

事業区分 その他事業

事業名 物品販売事業

実施場所 SOYハウス(静岡市清水区折戸)

詳細

従事者数

受益対象者

参加者

事業費

結果(成果)
箸置き、アクセサリー等を販売し、25,560円の売り上げがあった。
特に箸置き、イヤリング及びピアスが人気を集め、ほぼ売り切れた。
なお、収益金は、全額、特定公益活動に係る事業に充当する。

実施内容

概要
SOYハウスで開催された古民家フェスティバル(マルシェ)に出展し、介護施設から寄附を受けた物
品を販売した。なお、今回の販売は業としての継続性がないので、法人税法の定める物品販売業に
は該当しないと解されている(法人税基本通達15-1-10(5)）。

物品寄附

ボランティア受入評価額

仕入れ評価費用

ボランティア評価費用

アクセサリー

(イヤリング、ピア
ス、ブローチ、
キーホルダー等)

アクセサリー小計

駄菓子、ゲームなど

寄附金相当額



　

　自 令和３年６月１日

　至 令和４年５月31日

第2号議案

決算報告書

第1期

特定非営利活動法人ここらしさ



（単位：円）
特定非営利活動に係る事

業
その他の事業 合計

Ⅰ　経常収益
1 受取会費

正会員(個人) 54,900  54,900 
2 受取寄附金   

ボランティア受入評価益 238,293 22,825 261,118 
物品寄附  22,000 22,000 

3 受取助成金等   
独立行政法人福祉医療機構 67,100  67,100 
公益財団法人キリン福祉財団 79,670  79,670 

   
4 事業収益   

利用者負担金(R4/3/31以前) 2,800  2,800 
利用者負担金(池田、小鹿地区) 900  900 
利用者負担金(聖一色その他地区) 400  400 
その他の事業収益  25,560 25,560 

5 その他収益   
受取利息 17  17 
雑収入 132  132 

   
経常収益計　(A) 444,212 70,385 514,597 

Ⅱ　経常費用
1 事業費
（１）人件費

給料手当    
役員報酬    
退職給付費用    
福利厚生費    
ボランティア評価費用 238,293 22,825 261,118 
人件費計 238,293 22,825 261,118 

（２）その他経費

会議費 1,500  1,500 
旅費交通費    
謝金(相談等) 40,000  40,000 
謝金(調整) 4,000  4,000 
謝金(支援) 6,000  6,000 
謝金(広報) 18,000  18,000 
減価償却費    
印刷製本費 78,970  78,970 
委託費    
保険料 4,885  4,885 
租税公課 200  200 
支払手数料 330  330 
雑費 17,200  17,200 
仕入れ評価費用  22,000 22,000 
その他経費計 171,085 22,000 193,085 

事業費計 409,378 44,825 454,203 
2 管理費
（１）人件費

役員報酬    
給料手当    
退職給付費用    
福利厚生費    
人件費計 0 0 0 

（２）その他経費
消耗品 34,114  34,114 
水道光熱費    
通信運搬費    
地代家賃    
旅費交通費    
減価償却費    
什器備品    
租税公課 1,500  1,500 
支払手数料 660  660 
雑費 60,345  60,345 
その他経費計 96,619  96,619 

管理費計 96,619  96,619 
経常費用計　(B) 505,997 44,825 550,822 

当期経常増減額　(A-B=C) -61,785 25,560 -36,225 
Ⅲ　経常外収益

1
2

経常外収益計　(D) 0 0 0 
Ⅳ　経常外費用

1    
2    
3    

経常外費用計　(E) 0 0 0 
当期経常外増減額　(D-E＝F) 0 0 0 

経理区分振替額　(G) 25,560 -25,560 0 
税引前当期正味財産増減額　(C+F+G=H) -36,225 0 -36,225 
法人税、住民税及び事業税　(I) 0 

当期正味財産増減額　(H-I=J) -36,225 0 -36,225 

前期繰越正味財産額　(K) 0 

次期繰越正味財産額　(J+K=L) -36,225 0 -36,225 

過年度損益修正損

科目

固定資産売却益
過年度損益修正益

 令和３ 年度　活動計算書
令和3年６月1日から令和４年５月31日まで

特定非営利活動法人　ここらしさ

固定資産売却損
災害損失



（単位：円）
科 目

Ⅰ　資　産　の　部

１　流動資産

現金 181,578 

預金 3,010,627 

未収助成金 2,541,000 

棚卸資産

流動資産合計 5,733,205 

２　固定資産

（１）有形固定資産

車両運搬具

什器備品

有形固定資産計

（２）無形固定資産

ソフトウェア

借地権

無形固定資産計

（３）投資その他の資産

敷金

長期貸付金

投資その他の資産計

固定資産合計 0 

資　産　合　計 5,733,205 

Ⅱ　負　債　の　部

１　事業費流動負債

短期借入金

役員借入金

未払金 68,000 

前受会費 7,200 

前受助成金 2,694,230 

預り金

流動負債合計 2,769,430 

２　固定負債

長期借入金 3,000,000 

退職給付引当金

固定負債合計 3,000,000 

負　債　合　計 5,769,430 

Ⅲ　正　味　財　産　の　部

前期繰越正味財産額  

当期正味財産増減額 -36,225 

正　味　財　産　合　計 -36,225 

負　債　及　び　正　味　財　産　合　計 5,733,205 

金　　額

 令和３ 年度　貸借対照表
令和４年５月31日現在

特定非営利活動法人　ここらしさ



１　重要な会計方針

(1) 棚卸資産の評価基準及び評価方法
　　棚卸資産は、取得価額をもって評価額としています。
(2) 固定資産の減価償却の方法
　　有形固定資産は、法人税法の規定に基づき、定率法で償却をしています。

(3) 引当金の計上基準
　　当法人の事業規模等に鑑み、退職給付引当金その他の引当金は、計上していません。

(4) 施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
　　施設の提供等の物的サービスの受入れは、活動計算書に計上しています。
　　また、計上額の算定方法は｢４　施設の提供等の物的サービスの受入の内訳｣に記載しています。
(5) ボランティアによる役務の提供

(6) 消費税等の会計処理
　　消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

２　会計方針の変更
当期は設立第１期につき、会計方針の変更はありません。

３　事業別損益の状況
（単位：円）

その他の事業

社会参加事業 助け合い事業 介護保険事業 物品販売事業

I 　経常収益
 1　受取会費 54,900 54,900 
 2　受取寄附金 113,212 125,081  44,825 283,118  283,118 
 3　受取助成金等  146,770   146,770  146,770 
 4　事業収益  4,100  25,560 29,660  29,660 
 5　その他収益      149 149 
　経常収益計 113,212 275,951  70,385 459,548 55,049 514,597 
II　経常費用
(1) 人件費
　　給料手当        
　　ボランティア評価費用 113,212 125,081  22,825 261,118  261,118 
　　人件費計 113,212 125,081  22,825 261,118  261,118 
(2) その他経費
　　消耗品      34,114 34,114 
　　会議費 1,500    1,500  1,500 
　　謝金(相談等)  40,000   40,000  40,000 
　　謝金(調整)  4,000   4,000  4,000 
　　謝金(支援)  6,000   6,000  6,000 
　　謝金(広報)  18,000   18,000  18,000 
　　印刷製本費  78,970   78,970  78,970 
　　支払手数料  330   330 660 990 
　　保険料   4,885  4,885  4,885 
　　雑費  2,200 15,000  17,200 60,345 77,545 
　　租税公課(印紙)  200   200 1,500 1,700 
　　仕入れ評価費用    22,000 22,000  22,000 
　　その他経費計 1,500 149,700 19,885 22,000 193,085 96,619 289,704 
　経常費用計 114,712 274,781 19,885 44,825 454,203 96,619 550,822 
　当期経常増減額 -1,500 1,170 -19,885 25,560 5,345 -41,570 -36,225 

４　施設の提供等の物的サービスの受入の内訳
（単位：円）

内容 金額
物品販売事業 22,000

５　活動の原価の算定に当たって必要なボランティアによる役務の提供の内訳
（単位：円）

延べ人員 単価 金額 算定方法
13 913 59,345
52 913 47,476
7 913 6,391

101 913 92,213
10 913 9,130
10 913 18,260
5 913 22,825

198 255,640

計算書類の注記(案)

計算書類の作成は、NPO法人会計基準(2010年7月20日、2017年12月12日一部改正、NPO法人会計基準協議会)によっています。

　　ボランティアによる役務の提供は、活動計算書に計上しています。また、計上額の算定方法は｢５　活動の原価の算定に
当たって必要なボランティアによる役務の提供の内訳｣に記載しています。

算定方法
マルシェでの販売物品の製造原価相当額

内容
らしいお写真プロジェクト(1回)

合計

静岡でんでん体操(4回)
みんなの活動教室(1回)

科目
特定非営利活動に係る事業

事業部門計 合計

ワクチンサポート事業(101回)
地域交通システム導入検討会(1回)
困りごと何でも支援事業(10回)

管理部門

物品販売事業(1回) 5

単価は静岡県
の最低賃金
(2021年913
円)を採用し
ました。

1人当たりの従事時間
5
1
1
1
1
2



６　使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳（正味財産の増減及び残高の状況）は以下のとおりです。
当法人の正味財産は-36,225円で、期末現在、使途が特定された正味財産はありません

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高
独立行政法人福祉医療機構 0 67,100 67,100 0
助成事業
　*交付決定済(全額未収)
公益財団法人キリン福祉財団 0 79,670 79,670 0
助成事業

　*当期に全額収入済
合計 0 79,670 79,670 0

７　固定資産の増減内訳
（単位：円）

科目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産
　什器備品 0 0 0 0 0 0
無形固定資産

0 0 0 0 0 0
投資その他の資産

0 0 0 0 0
合計 0 0 0 0 0 0

８　借入金の増減内訳
（単位：円）

科目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高
長期借入金 0 3,000,000 0 3,000,000 
役員借入金 0 80,000 80,000 0 

合計 0 3,080,000 80,000 3,000,000 

９　役員及びその近親者との取引の内容
　　役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

（単位：円）

科目

（活動計算書）
受取寄附金
委託料
　活動計算書計

（貸借対照表）
未払金
役員借入金
　貸借対照表計

10　その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために
　　必要な事項

・　現物寄附の評価方法
　　現物寄附を受けた固定資産の評価方法は、固定資産税評価額によっています。

・　事業費と管理費の按分方法
　　各事業の経費及び事業費と管理費に共通する経費のうち、給料手当及び旅費交通費については従事割合に基づき
　按分しています。

・重要な後発事象
　該当ありません。

・その他の事業に係る資産の状況
　特定非営利活動事業以外のその他の事業は実施しなかったため、該当ありません。

(注)　独立行政法人福祉医療機構の助成金は全額未収ですが、当期内(5月31日)に交付決定があったので入金が確実に
なったと見做し、補助対象支経費に係る当期支出額を当期増加額及び当期減少額としました。

受取寄附金はボランティ
ア受入評価益及び物品寄
附の合計です。

備考

未払金は、困りごと何で
も支援事業に係る支援者
等への謝金です。

68,000

0
0
0

0
0
0

283,118

68,000
0

計算書類に計上された金
額

内役員及び近親者との取
引

283,118
0

（単位：円）

前受助成金の合計は2,694,230円です。

　　備考

総額は300,000円(受領額)、当期増加額と
の差額(翌期使用分)は、貸借対照表に前受
助成金として計上しています。

総額は2,541,,000円(決定額)、当期増加額
との差額(翌期使用分)は、貸借対照表に前
受助成金として計上しています。



         （単位：円）

手元現金 181,578 
静岡銀行普通預金 3,010,627 
静岡銀行普通預金(WAM事業口座)  

2,541,000 

流動資産合計　・・・① 5,733,205 

有形固定資産計

無形固定資産計

敷金

投資その他の資産計
固定資産合計　・・・② 0 

資　産　合　計　①＋② 5,733,205 

68,000 
7,200 

2,694,230 

2,769,430 

株式会社しんあい 3,000,000 

3,000,000 
5,769,430 

-36,225 

    令和3 年度　財産目録
令和４年５月31日現在

金額

特定非営利活動法人　ここらしさ

科目
Ⅰ　資　産　の　部

１　流動資産
現金預金

長期貸付金

未収金
棚卸資産

２　固定資産
（１）有形固定資産

車両運搬具

流動負債合計　・・・③

固定負債合計　・・・④

什器備品

（２）無形固定資産

（３）投資その他の資産

Ⅱ　負　債　の　部

前受助成金
前受会費

負　債　合　計　③＋④

正　味　財　産

２　固定負債

長期借入金

退職給付引当金

１　流動負債

未払金

預り金



令和４年６月14日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人ここらしさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監  事　佐藤　秀和　　印

                              

1 監査の日時及び場所

① 日時：令和４年６月14日(火)　午後１時～午後３時

② 場所：当法人の会議室

2

3

(1) 業報告等の監査結果

①　事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認めます。

②　理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実

  は認められません。

(2) 計算書類及びその付属明細書並びに財産目録の監査結果

　なお、収入の内容及びその金額を示す証憑について、一部に添付漏れがあったので、添
付しておいてください。

監 査 報 告 書

　監事佐藤秀和は、特定非営利活動促進法第18条及び定款第15条第５項の規定に基づき、令和３年
６月１日から令和４年５月31日までの事業年度の理事の職務の執行を監査いたしました。

特定非営利活動法人ここらしさ

  理事長　本田弘哉　様

監査の方法及びその内容

監査意見

　監事は、日ごろから理事及び事務局職員と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境
の整備に努めるとともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び職員等からその職
務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な書類等を閲覧し、業
務及び財産の状況を調査しました。
　その上で、上記１に記載の日時に理事長及び事務局職員の同席を求め、当該会計年度に
係る事業報告及びその附属明細書について検討しました。

　さらに、同じく上記１に記載の日時に理事長及び事務局職員の同席を求め、現金出納
帳、預金通帳、その他の会計帳簿及び関係資料の調査を行い、当該会計年度に係る計算書
類(活動計算書、貸借対照表)及び付属明細書並びに財産目録について検討しました。

　計算書類及びその付属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益の状況について、
そのすべての重要な点において適正に示しているものと認めます。

その方法及び結果について、次のとおり報告いたします。



1 会員及び会費

2 事業計画

多世代交流事業

介護保険事業

物品販売事業

共済事業

3 活動予算

(1) 活動予算書概要

金　　額 摘　　要

現金収入 6,861,913 会費、助成金、事業収益等

非現金収入 370,854 ボランティア受入評価益等

収入計 7,232,767

現金支出 6,770,099 消耗品、謝金、印刷製本費等

非現金支出 370,854 ボランティア評価費用等

支出計 7,140,953

91,814 税引き前

71,000 法人税、住民税及び事業税

20,814 次期繰越正味財産額は-15,411円

(2) 予定貸借対象表概要

金　　額 摘　　要

流動資産 3,055,589 現金、預金等

固定資産 0

資産計 3,055,589

流動負債 71,000 未払金等(法人税等)

固定負債 3,000,000 長期借入金(株式会社しんあい)

負債計 3,071,000

-15,411

詳細は、別紙｢事業報告書｣のとおりです。

今期は、自治会、地区社協等の協力を得て地域住民に積極的に参加を呼びかけるなどし
て、30人以上の新規加入を目指します(前期の新規加入は20人)。

特定非営利活動法人　ここらしさ

令和４年度の活動計画概況

期首の会員数は31人、期首の会員に係る令和4年度分の会費は111,600円です。

前期に引き続き、様々な活動に意欲的に取り組みます。

収益事業の｢みんなの活動教室(運動型通所介護)｣を開始し、財務基盤を強化します。

｢困りごと何でも支援事業｣は、次の2団体から助成金を受けて実施します。
なお、WAM分は今期収入予定。キリン分は前期に全額収入済です。

独立行政法人福祉医療機構(WAM)　2,451,000円(令和4年4月1日～令和5年3月31日)

公益財団法人キリン福祉財団　　 　　300,000円(令和4年4月1日～令和5年3月31日 )

区　　分 具体的な事業内容(令和4年度)

正味財産合計

また、同じく、ボランティアの人件費相当額等を収入及び支出に同額計上しました。

詳細は、別紙｢活動予算書｣のとおりです。

経常収益

経常費用

当期経常増減額

-

科　　目

資産

負債

活動規模を適正に評価するため、NPO法人会計基準に基づき、収入及び支出が確定してい
るものは実際の収入及び支出に関わらず計上しました。

その他の事業
古民家フェスティバル(マルシェ)での物品販売

法人税等

当期経常増減額

特定非営利活動
に係る事業

社会参加事業

『らしい』お写真プロジェクト

しぞ～かでん伝体操教室

みんなの活動教室

-

みんなの活動教室(運動型通所介護)

助け合い事業

新型コロナワクチン接種支援

移動支援カーの導入に向けた検討会

困りごと何でも支援事業(R3年度)令和4年3月31日まで

困りごと何でも支援事業(池田、小鹿地区)WAM助成

困りごと何でも支援事業(聖一色その他地区)キリン助成



第3号議案

事業名 (A)

(B)

(C) (E) 人数 (単位：千円）

(A) 2022/9/26 2023/1/30

(B)

(C) (E) 10人程度/回

(A)

(B)

(C) (E) 平均20人/回

(A) 2022/9/1 以降随時

(B)

(C) (E) 30人

(A) ６月以降 随時

(B)

(C) (E) 300人程度

(A) ６月以降 随時

(B)

(C) (E) 60人程度

多世代交流事業 現状、実施予定なし。 － - - -

(A) ６月以降 随時

(B)

(C) (E) 定員30人程度を目標

事業名 (A)

(B)

(C) (E) 人数 (単位：千円）

(A) 未定

(B)

(C) (E) 未定

共済事業 現状、実施予定なし。 － - - -

令和４年度の事業計画書

継続

具体的な事業内容

具体的な事業内容

継続

継続

休止

休止

困りごと何でも支援
事業(池田、小鹿地
区)

新型コロナワクチン
接種支援

新規

継続

(注)　このほか、地域のニーズを踏まえ、適宜、新規事業を行う。

249

(D)
地域の高齢者
等

90未定

5人程度

（２）その他の事業 (事業費の総費用【　90　】千円

当該事業の実施日時
(D)

受益対象者の
範囲

事業費の
金額(定款に記載

した事業)

当該事業の実施場所

従事者の人数

物品販売事業
各種イベント等におい
て、箸置き、アクセサ
リー等を販売

(D) 地域住民

(D)
地域の高齢者
等

2,531

(D)

介護保険事業
みんなの活動教室(運
動型通所介護)

(D)
地域の高齢者
等 3,885ここらしさ事務所

実人員6人

新規

地元住民
44ここらしさ事務所

4人程度で対応助け合い事
業

困りごと何でも支援
事業(聖一色その他地
区)

継続 ここらしさ事務所

実人員5人

ここらしさ事務所

実人員５人

移動支援カー制度の
運用協力(利用受付、
調整等)

困りごと何でも支援事業に統合

10人程度/回

地域の高齢者
等

　　また、公的機関や民間団体の助成金の獲得にも努める。

しぞ～かでん伝体操
教室の開催

(D)

従事者の予定人数

社会参加事
業

『らしい』お写真プ
ロジェクトの実施

(D)

(定款に記載
した事業)

当該事業の実施予定場所

みんなの活動教室

地域の高齢者
等 146ここらしさ活動拠点

４人/回

　　令和４年度は、既存の事業の継続を基本とし、役割を果たしたものは休止(整理、統合)するととも
に、地域社会のニーズを踏まえて新たな事業の開拓にも積極的に取り組む。

みんなの活動教室(運動型通所介
護)に統合

毎週水曜日(年間40回程度)

令和４年６月1日から令和５年５月31日まで

特定非営利活動法人　ここらしさ

１　概況

　　当法人は、令和３年６月１日に設立し、今期は第２期目である。

２　実施予定事業

（１）特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用【　6,946　】千円

当該事業の実施予定日時
(D)

受益対象者の
範囲

事業費の
金額

91希望する介護施設



　自 令和４年６月１日

　至 令和５年５月31日

第4号議案

予算書

第２期

特定非営利活動法人ここらしさ



（単位：円）

収益事業以外 収益事業
Ⅰ　経常収益

1 受取会費
正会員(個人) 165,600 165,600 

2 受取寄附金  
ボランティア受入評価益 281,204 45,650 326,854 
物品寄附 44,000 44,000 

3 受取助成金等  
独立行政法人福祉医療機構 2,473,900 2,473,900 
公益財団法人キリン福祉財団 220,330 220,330 

 
4 事業収益  

利用者負担金(池田、小鹿地区) 55,000 55,000 
利用者負担金(聖一色その他地区) 11,000 11,000 
物品販売事業 51,120 51,120 
みんなの活動教室(運動型通所介護) 3,884,946 3,884,946 

5 その他収益  
受取利息 17 17 
雑収入   

 
経常収益計　(A) 3,207,051 3,884,946 140,770 7,232,767 

Ⅱ　経常費用  
1 事業費  
（１）人件費  

給料手当 1,236,110 1,236,110 
役員報酬  
退職給付費用  
福利厚生費 780,000 780,000 
アルバイト賃金  
ボランティア評価費用 281,204 45,650 326,854 
人件費計 281,204 2,016,110 45,650 2,342,964 

（２）その他経費  

会議費 45,000 45,000 
旅費交通費 45,000 45,000 
謝金(相談等) 200,000 200,000 
謝金(調整) 296,000 296,000 
謝金(支援) 794,000 794,000 
謝金(広報) 272,000 272,000 
謝金(講師謝礼) 47,100 
水道光熱費 190,000 
ソフト使用量 79,200 
通信運搬費 7,000 
消耗品費 170,100 
減価償却費   
印刷製本費 422,340 422,340 
委託費 600,000 600,000 
保険料 4,500 4,500 
租税公課 200 200 
支払手数料 330 330 
仕入れ評価費用 44,000 44,000 
雑費 59,600 59,600 
その他経費計 2,788,570 443,800 44,000 3,276,370 

事業費計 3,069,774 2,459,910 89,650 5,619,334 
2 管理費  
（１）人件費  

役員報酬  
給料手当  
退職給付費用  
福利厚生費  
人件費計 0 0 0 0 

（２）その他経費  
消耗品 34,114 34,114 
水道光熱費 190,000 

地代家賃 660,000 660,000 

修繕積立費 180,000 

管理費 480,000 

旅費交通費  
減価償却費  
什器備品  
租税公課 1,500 1,500 
支払手数料 660 660 
雑費 60,345 105,000 165,345 
その他経費計 96,619 1,425,000 0 1,521,619 

管理費計 96,619 1,425,000 0 1,521,619 
経常費用計　(B) 3,166,393 3,884,910 89,650 7,140,953 

当期経常増減額　(A-B=C) 40,658 36 51,120 91,814 
Ⅲ　経常外収益  

1  
2  

経常外収益計　(D) 0 0 0 0
Ⅳ　経常外費用  

1  
2  
3  

経常外費用計　(E) 0 0 0 0 
当期経常外増減額　(D-E＝F) 0 0 0 0 

経理区分振替額　(G) 51,120 0 -51,120 0 
税引前当期正味財産増減額　(C+F+G=H) 91,778 36 0 91,814 
法人税、住民税及び事業税　(I) 71,000 71,000 
当期正味財産増減額　(H-I=J) 91,778 -70,964 0 20,814 

前期繰越正味財産額　(K) -36,225 -36,225 

次期繰越正味財産額　(J+K=L) 55,553 -70,964 0 -15,411 

税の区分 税率(％） 税額
法人税 15.00 0
事業税 3.50 0

均等割 定額 21,000
法人税割 1.00 0
均等割 定額 50,000
法人税割 6.00 0

71,000

 令和４年度　活動予算書

県民税

市民税

合計

固定資産売却損
災害損失
過年度損益修正損

特定非営利活動に係る事業
科目

過年度損益修正益

その他の事業

令和４年６月１日から令和５年５月31日まで
特定非営利活動法人　ここらしさ

固定資産売却益

合計

(参考)

　なお、令和5年度に納付する令和４年度分
の事業税はない見込みであるが、仮に事業税
を納付した場合、令和5年度において同額が
事業費用(損金)に算入される。

　当期収益に係る法人税等の見込額



（単位：円）
科 目

Ⅰ　資　産　の　部

１　流動資産

現金 181,578 

預金 2,874,011 

未収助成金

棚卸資産

流動資産合計 3,055,589 

２　固定資産

（１）有形固定資産

車両運搬具

什器備品

有形固定資産計

（２）無形固定資産

ソフトウェア

借地権

無形固定資産計

（３）投資その他の資産

敷金

長期貸付金

投資その他の資産計

固定資産合計 0 

資　産　合　計 3,055,589 

Ⅱ　負　債　の　部

１　事業費流動負債

短期借入金

役員借入金

未払金 71,000 

前受会費

前受助成金

預り金

流動負債合計 71,000 

２　固定負債

長期借入金 3,000,000 

退職給付引当金

固定負債合計 3,000,000 

負　債　合　計 3,071,000 

Ⅲ　正　味　財　産　の　部

前期繰越正味財産額 -36,225 

当期正味財産増減額 20,814 

正　味　財　産　合　計 -15,411 

負　債　及　び　正　味　財　産　合　計 3,055,589 

令和5年５月31日現在

特定非営利活動法人　ここらしさ

金　　額

 令和4 年度　貸借対照表(案)


